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STPシミュレーションコード開発の将来展望と京速計算機

A future prospect of development of STP simulation codes and its relationship to Peta-
scale supercomputer
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本講演は、太陽地球惑星（ＳＴＰ）科学分野におけるコンピュータシミュレーション研究の方向性を議論することを
目的としているが、特に、次世代スーパーコンピュータに向けたシミュレーションコードの開発についての将来展望に
焦点を当てる。近年のコンピュータ技術の発達により、コンピュータシミュレーションはＳＴＰ分野において不可欠な
研究手段となっている。京速計算機（ペタコン）が現在神戸に建設されており、また、手元の計算機で１００ギガフロッ
プス／バイトスケールのシミュレーションが実行可能になる日が訪れようとしている。このような大型シミュレーション
が手軽に実行できるようになる時代に向けて、次世代コンピュータに必要なシミュレーション技術や次世代コンピュー
タで狙うべきサイエンスターゲットについて、今のうちに議論しておくことは重要である。本講演ではＳＴＰ分野のコ
ンピュータシミュレーション研究について、特にシミュレーションコードを開発している研究者の観点から現状と将来
展望を述べ、観測・データ解析やモデリング研究者との連携を呼びかける。また、次世代スーパーコンピュータに向け
たコード開発の方向性と京速計算機との関わり方について議論したい。


